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語彙は言語学習の最も重要な要素の１つであり、言語学習の基本となるスキルである。

多くの教育者は未知の語彙を学習するためのより効率的な学習方略指導に専念し、学習者

は未知の単語を記憶するためのより興味深い方法を探している。このように学習方略は、

語彙の教育と学習の重要な部分と言える。 

さらに、デジタルゲームベースの学習は、メモを取ったり暗記したりすることなどの従

来の学習方略よりも効果的であると提言する研究もある。本研究で使用される Kahoot! 

アプリは、学生が学習意欲を高め、英語語彙学習の目標を達することを目的としている。

デジタルゲームツールの使用によって、従来の語彙学習方法に比べて学習者の自己学習が

より効率的になり、より積極的に学習に取り組むようになることが、いくつかの先行研究

にも示されている。 

本研究では、従来の学習方法と比べて、デジタルゲームツールを使用することで、学習

者が語彙知識を拡大できることと、認知的方略および情緒的方略をどのように活性化させ

るかについて検討する。研究課題を以下とした。 

(1)従来の紙ベースの活動と Kahoot!アプリを使用する活動のどちらが、日本語母語話者

と中国語母語話者の英語語彙学習により高い効果を示すのか。 

(2)日本語母語話者と中国語母語話者が英語の語彙を学習する場合、紙ベースの活動と

Kahoot!アプリでの活動のどちらが学習者の学習意欲をより高めるか。 

(3)日本語母語話者と中国語母語話者かによって学習効果に違いがあるか、また、違いが

あれば、その理由は何か。 

研究課題(1)では、多くの日本語母語話者と中国語母語話者が Kahoot!アプリの使用しや

すさに高い確率で同意したが、中国人母語話者の中には、2 種類の実験授業の成果がほと

んど変わらず、Kahoot!を用いて学んだ後のテストの結果が紙ベースで学んだ後のテスト

の結果より低くなった者もいった。 

研究課題(2)では、多くの日本語母語話者と中国語母語話者が Kahoot!アプリを使用して

の学習を引き続き行いたいという意欲を高めたことを示した。 

研究課題(3)では、半数以上の実験参加者のテスト結果では、Kahoot!アプリを使用して

の学習の方が高い効果を示したが、中国語母語話者の学習後のテスト結果では、紙ベース

の授業結果と比べてほぼ変化が見られなかった。以上のように、一般的にアプリを用いた

学習は未知の語彙の学習を促進し、参加者が興味を持つ学習方略を提供できるが、アプリ

使用の経験の有無がその効果量に影響していることも明らかとなった。加えて、デジタル

ゲームベースで学ぶことで、多くの学習者が認知的および情緒的方略と使いやすさに満足

度を抱くことから、デジタルツールの潜在的な有効性も示された。 

以上のように、Kahoot!アプリは紙ベースを用いての学びに比べてより利便性があり、程

度には違いがあるが、日本語母語話者と中国語母語話者の学習者の双方が興味を持ち、集

中力を高めるツールであることが判明した。 
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単語がその構成から見て二つ以上の語彙的意味を持つ部分に分析できる語を複合語と言

う。日本語には複合動詞の種類が多くあり、中級以上になると、読解や日本人との会話の

中で頻繁に用いられるようになるが、日本語学習者にとっては習得が難しいと言われてい

る。したがって、複合動詞は学習者の使用率も低いことがわかっている（姫野 1999）。し

かし、その習得の実態についてはまだあまり研究されていない。本研究では、学習環境の

異なる上級中国人日本語学習者を対象として複合動詞の習得の状況を明らかにするため

に、日本語の複合動詞の中で最も生産性が高いとされる複合動詞「〜こむ」を取り上げ

た。調査ではまず、松田（2001）のコア図式による「～こむ」の 4つの意味分類に基づ

き、「複合動詞レキシコン」から高頻度語と低頻度語の「～こむ」計 16語を取り上げた。

そして、学習環境が異なる在日中国人学習者 10 名と在中中国人学習者 8名を対象として未

知/既知度の自己申告、単純動詞・複合動詞選択テスト、単純動詞/複合動詞の意味の違い

に関する母語による説明の三調査を行なった。 

調査課題は以下の４点である。 

①複合動詞「～こむ」に関する学習者の未知・既知の自己申告、複合動詞選択率に複合動

詞の頻度が影響を与えるか。 

②複合動詞「～こむ」の認知度と選択率は、先行研究（松田 2002）の文産出テストの受容

率と同じ傾向を示すか。  

③複合動詞「～こむ」の既知率、選択率には中国語の影響が見られるか。 

④上級中国人学習者は複合動詞「～こむ」の意味をどのように捉えているか。 

調査課題①については、在中学習者においても在日学習者においても複合動詞既知率お

よび選択テストの結果とも高頻度語の方が低頻度語より高かったため、学習者の「～こ

む」の習得には複合動詞の出現頻度が影響を与えていることが示された。 

調査課題②については、産出文の受容度から見た松田（2002）と異なり、学習者の認知

度と理解度に基づいてデータを取った結果、松田(2002)の「～こむ」の４分類の難易度と

は異なる調査結果が得られた。それはプロトタイプ理論から推測される難易度順と合致す

るものであった。 

調査課題③については、在中学習者においても在日学習者においても中国語に訳したと

きに「～こむ」の意味と対応する「～进」「～入」「～深」「～沉」が付く「～こむ」の

方が複合動詞の認知度、選択率とも高かった。このことから、母語の対訳がある複合動詞

の方が中国人学習者にとっては理解しやすいことが示された。 

調査課題④については、在日学習者は分析対象とした４つの複合動詞について適切な意

味分析ができていて、比較的理解が進んでいることが分かった。しかし、在中学習者は 4

分類のうち「反復行為による状態変化」の用法については理解が難しい者が多いことが分

かった。 


